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I　調査に至る経緯

森寺城跡は昭和48年1月30日に氷見市指定史跡となり、その後森林公園として一部が整備され現在に至って

いる。地元住民による草刈りなどの活動があり、また近年ではボランティアで草刈りや道案内、さらには勉強l

会を行う尋湯山会が結成され、市内で最も積極的に活用されている史跡といえる。

しかし整備が農林・観光部局により行われたこと、城全体の縄張りがはっきりしないこと、史跡指定が城の

中心部のみにとどまることなどの問題点もあった。

氷見市教育委員会ではこうした問題点に対処する基礎作業として、平成7年度から地元の協力を得て森寺城

跡の調査を実施することになり、その一環として平成8年度から3カ年計画で測量調査を実施した。また城館

研究者である高岡徹氏にお願いして、縄張りの調査も並行して行った0これらの作業の過程で、城の構造をよ

り明らかにするために、一部発掘調査の必要性が生じてきた。そこで平成8・9年度に揚手口地区、三角点地

区、本丸・二の丸地区の三カ所を対象に試掘調査を実施した。なお、平成10年度には天理大学（代表‥山本忠

尚教授）のチームにより、二の丸のレーダー探査を実施したが、残念ながら地質の関係から明確な成果を得る

ことができなかった。

Ⅱ　遺跡の立地環境

森寺城跡は氷見市北部を流れる阿尾川中流左岸の丘陵上に立地する。城跡の範囲は南北約1・1km、東西約

0．4kmにわたる。中心部の標高は約160mである。城跡の西側を通る阿尾川に沿った荒山街道は、越中と能登を

っなぐ重要な街道のひとつであり、その下流には阿尾城跡が築かれ、周囲にはさらに阿尾島尾山砦跡、八代城

跡、稲積城跡、海老瀬城跡などの山城が所在する。

森寺城は中世の史料には湯山城の名前で登場する○能登畠山氏によって16世紀初め頃に築かれたと推定され、

その後上杉謙信、佐々成政の支城となり、成政が羽柴秀吉に降伏した天正13年頃に廃城となったと思われる。

Ⅲ　遺構

摘手口地区（第3図左上、第4図）

本地区は森寺城跡の北側出入口にあたる。幅約35mの尾根の西側は急斜面、東側は谷が入り込む地形であり、

尾根上には二つの堀切と土塁を組み合わせた防御施設が造られている。試掘調査は堀切の形態の確認を目的と

し、堀切1に三カ所、堀切2に二カ所のトレンチを設定した。

堀切1：現状では堀切底部と土塁上部の高低差は約2mであるが、調査の結果堀卯まさらに1・5mほどⅤ字

型に掘り込まれていたことが確認できた。

堀切2：Ⅱトレンチでは堀切1と同様Ⅴ字型の断面を呈するが、西側のIトレンチでは箱型の底部を呈する。

堀切の長さを確認するためにIトレンチに直交するサブトレンチを設けたところ、南側の土塁裾まで堀切が伸

びていることが確認され、城に出入りする山道がこの部分においてかなり屈曲していたことが判明した。

三角点地区（第3図右上、第5図）

本地区は森寺城跡のほぼ中央に位置し、城内の最高地点である。東西約20m、南北約70mの郭の北端にL字

型の土塁が設けられている。この土塁とその内側の郭の状況を確認するためトレンチを設定した。なお、本ト
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第1図　森寺城跡と周辺の城跡（1／25000）
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第2園　森寺城跡平面図（1／6000）mは銅銭出土地点
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レンチは表土の除去を行ったのみである。

土塁内側の部分では、15～20cmほどの石が2点確認できたが、石垣石や建物の礎石には小さく、栗石とすれ

ば大きいものであり、これらとは別の性格を有するものと思われる。土塁南側には調査前から石垣石やその転

石が現れており、試掘調査では土塁裾において栗石の転石とみられる拳大の石が多数確認された（第5図平面

図網点部分）。測量調査では本地区の東側斜面下にかなりの数の石垣石が転落しているのが確認され、本地区

の土塁にも石垣が構築されていたことが予測されるが、試掘調査の結果からは石垣は土塁南・東斜面に構築さ

れ、内側にはなかったと推定される。なお、土塁北側の斜面にも表面観察で石垣石がひとつ認められる。石垣
ヽ

は土塁北側にもめぐっていた可能性がある。

本丸・二の丸地区（第3図下、第5・6図）

本地区の調査は本丸と二の丸を仕切る土塁の構造を確認する目的でIトレンチを設定したのであるが、土塁

外側で空堀を確認したため、この空堀の経路を確認する目的でⅡ～Ⅵトレンチを追加設定した。また、二の丸

南北の出入口の構造を調査する目的でⅦ・Ⅷトレンチを設定した。なお、都合でⅡトレンチは表土を掘削した

のみ、Ⅴ・Ⅶ・Ⅷトレンチについては次年度以降に調査を継続することになったため、今回の幸睦から省いた。

まず調査の結果を基に土塁構築過程を推定してみる（第6図）。整地面に基礎となる石垣石を設置したあと、

7層黒色土で石垣裏側を斜めに埋める。次に土塁内側に土留めを目的としたと思われる石組みを設置し、6層

黄褐色土、5層黒色土、4層黄褐色土と、交互に積み重ねる。この作業と並行して石垣石の積み上げと栗石込

めが行われたのであろう。3層暗褐色土の様相から、内側の石組みは結果として土塁の中に埋め込まれ、見え

なくなっていたと思われる。石垣石転石は土塁前に散乱し、さらに試掘調査で確認された空堀の中でも確認さ

れた。これらのことから、土塁石垣は3段もしくは4段に積まれていたと推定され、土塁の高さは2m近いも

のであったと思われる。

新たに確認した空堀は、Iトレンチでは土塁との間に約3mの犬走り状のテラスをおいて、幅約4m、深さ

約1．6mであった。Ⅲ・Ⅳ・Ⅵトレンチでは上部の即しが激しく、空堀の下半を確認したのみである。前二者

では底までの掘削は行っていない。これらの調査から空堀は土塁の外側をL字状にめぐると推定される。また

犬走り状のテラスは土塁北側のみで東側では空堀が土塁に接してあるようである。なお、Ⅴトレンチの東側で

も空堀状の落ち込みが確認されている。これについては次年度以降に明らかにしていきたい0
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第3図　試掘調査トレンチ配置図（1／1000）
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摘手口堀切1－Iトレンチ東壁断面

摘手口堀切2－Iトレンチ西壁断面

S

①　黒色表土、①，黒色表土（砂利湿り）、②　暗褐色土、③　黒色土（炭混り）、
④暗褐色土（有機質湿り）、⑤褐色土、⑥暗黄色岩盤片、⑦暗黄色岩盤片（黒色土混り）
⑧　地山岩盤、⑨　黒色土

摘手口堀切1－Ⅲトレンチ
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N

S　　　　　　上塑m

、こI／：
③

＼＼＼／／

④

片盤

土
土
岩
盤

表
色
色
岩

色
褐
黄
山

黒
暗
暗
地

①
②
③
④

156

揃手口堀切1－Iトレンチ
西壁断面

些
N
l

蜃
④

片盤

土
土
岩
盤

表
色
色
岩

色
褐
黄
山

黒
暗
暗
地

①
②
③
④

ー　6　－

望

　

望

S
l

第4図　試掘トレンチ実測図（1）S＝1／80

＼示較：：
①　黒色表土

②　褐色土

③　暗黄色岩盤片（有機質含む）

④　暗黄色岩盤方

⑤　地山岩盤



本丸】二の丸地区Ⅲトレンチ東壁断面

①　暗褐色表土（カクラン）、②　暗褐色表土、③　赤褐色土（岩盤片多く含む）、
④　暗褐色土（岩盤片少し含む）、⑤　黄褐色岩盤、⑥　暗褐色粘質土（炭湿り）、

⑦　赤褐色粘質土、⑧　暗褐色土、⑨　黄褐色岩盤片

本丸1二の丸地区Ⅳトレンチ両壁断面

E

①　暗褐色表土、②　褐色粘質土、③　黄褐色岩盤片（整地層か）、

④　暗褐色粘質土、⑤　褐色土（岩盤片含む、カクランか）

第5図　試掘トレンチ実測図（2）S＝1／80
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第6図　試掘トレンチ実測図（3）S＝1／80



Ⅳ　遺物

出土遣物を図7～9に図示した。中世土師器皿はすべて手づくねのものである。

1～6は本丸・二の丸地区Iトレンチ表土からの出土である。1は土師器小皿であり、口径13cm、体部はゆ

るやかに立ち上がり端部が外反する。内面と体部外面の調整は不明であるが、口縁端部には横ナデ調整を確認

でき、油煙痕が残る。16世紀のものであろう。2は伊万里碗であり、口径12cm、器高6・8cm、高台径5・2cmを測

る。17世紀後半から18世紀のものである。3は近世陶器碗であり、内面と体部外面に粕を施す。4は染付皿で

ぁり、底径は6．5cmを測る。16世紀のものであろう。5は白磁碗である。口径は不明であるが、16世紀のもの

と思われる。6は鉄製品であり、残存長4・6cm、最大幅1・2cm、最大厚1・1cmを測る。断面が方形であり鉄釘の

可能性がある。

7から19は本丸・二の丸地区Ⅱトレンチ表土出土の土師器小皿である。7は口径11cmを測り、口縁はゆるや

かに外反する。内外面とも調整は不明である08は口径11cm、器高2・5cm、底径5cmを測り、底部からゆるや

かに体部が立ち上がる。16世紀末頃のものであろう。9は口径12・4cmを測るが、内外面とも調整は不明であ

る。16世紀前半のものであろう。10は口径13cmを測る。口縁は直線的に開くが、内外面とも調整は不明であ

る。11は口径14cmを測り、口縁は直線的に開く。内面には横ナデ調整を施すが、外面の調整は不明である。16

世紀中葉から後半頃のものであろう。12は口径15cmを測り、内外面とも横ナデ調整を施す。16世紀中葉から後

半のものであろう。13は口径20cmを測る。体部は丸みを帯び、口縁部は外反して開く。内面及び口縁部外面に

は横ナデ調整を施し、外面には煤が付着する016世紀初め頃のものであろう。14は口径11cm、器高1・9cm、底

径4．6cmを測る。口縁は直線的に開くが、内外面とも調整は不明である。15は口径11cmを測り、口縁は直線的

に開く。内外面とも調整は不明である。16は口径12cm、器高1・7cm、底径6cmを測る。口線は直線的に開き、

端部を面取りする。内面には横ナデ調整を施すが、外面の調整は不明である。17は口径12cmを測る。体部の器

壁はやや厚く、口縁端部は丸くおさめる。16世紀中葉から後半頃のものであろう。18は口径15cmを測る。口縁

はゆるやかに外反し、端部は丸くおさめる。内面及び口縁部外面には横ナデ調整を施す。16世紀のものであろ

ぅ。19は口径13cmを測り、口縁は直線的に開く。内面の調整は不明であるが、外面はナデ調整を施す。16世紀

中葉から後半頃のものであろう。

20～22は本丸・二の丸地区Ⅲトレンチ擾乱層出土のものである。20は土師器小皿であり、口径13cm、器高

1．7cm、底径6．6cmを測る。内外面とも調整は不明である。21は越中瀬戸すり鉢である。内外にはおろし目を確

認でき、内外面とも粕を施す。22は染付皿であり、口径は15cmを測る。

23は三角点地区出土の銅製品。残存長2・9cm、最大幅3・2cm、最大厚0・8cmを測る。

24から26は揚手口地区堀切内出土の土師器小皿である024は堀切1－Ⅱトレンチ出土で口径11・6cmを測る。

口縁端部は外反して開き、内外面とも横ナデ調整を施す。25は堀切2－Ⅱトレンチ出土で口径13cmを測る。口

縁端部はつまみ上げて成形し、内外面とも横ナデ調整を施す。26も堀切2－Ⅱ出土で口径14cmを測る。体部は

丸みを帯び、口縁は外反して開く。内面及び口縁部外面に横ナデ調整を施す。

27は縄張り調査中城跡南側野崎屋敷への分岐点で表面採集した珠洲すり鉢である。内外面ともロクロナデ調

整を施し、内面には9条を一単位としたおろし目を確認できる。

28・29は二の丸で過去に採集されていた資料である。28は珠洲すり鉢であり、内外面ともロクロナデ調整を

施し、内面にはおろし目を確認できる。ただし内面下半は摩滅が激しく、おろし目を確認できない。29は珠洲

嚢であり、外面には平行叩き痕確認でき、内面は当て具痕をナデ消す。破片中央には粘土接合痕を確認でき、
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叩きの角度もそこを境として変化する。

30から43は本丸・二の丸地区Iトレンチ空堀埋土から出土した土師器小皿である。30は口径10cmを測り、口

縁は直線的に開き、端部をつまみ上げる○内外面とも調整は不明である。31は口径12cmを測り、口縁は外反し、

端部は丸くおさめる。16世紀末のものであろう。32は口径12cmを測り、内外面とも横ナデ調整を施す。33は口

径12cmを測り、体部は直線的に開くが、内外面とも調整は不明である。34は口径13cmを測り、口縁部はやや外

反気味に開き、端部上面を平らに成形する。内面及び口縁部外面に横ナデ調整を施す。35は口径14cmを測り、

口縁は直線的に開く。内面及び口縁部外面に横ナデ調整を施す。36は口径14cmを測り、内外面とも横ナデ調整

を施す。16世紀末のものであろう。37は口径10cmを測り、内外面とも調整は不明であるが、油煙痕が残る。38

は口径10cmを測り、口縁は直線的に開き、端部は丸くおさめる。内外面とも調整は不明である。39は口径11cm

を測り、口縁はゆるやかに外反し、端部は軽くつまみ上げる。16世紀末のものであろう。40は口径12cm、器高

22cm、底径7．3cmを測り、体部内面及び口縁部外面は横ナデ調整、底部内面及び底・体部外面は不定方向のナ

デ調整を施す。41は口径13cmを測り、口縁は外反して開き、内外面とも横ナデ調整を施す。42は口径13cmを測

り、口縁部の外面に横ナデ調整を施すが、他の部分の調整は不明である。口縁部には油煙痕が残る。43は口径

13cm、器高2．2cm、底径7．6cmを測る。体・口縁部内面は横ナデ調整、底部内面には不定方向のナデ調整を施

す。16世紀末のものであろう。

44は同じくIトレンチ空堀埋土出土の性格不明鉄製品である。最大長4・1cm、最大幅2・Ocm、最大厚1・2cmを

測る。

45は本丸・二の丸地区Ⅱトレンチ表土出土鉄製品である。残存長2・3cm、最大幅0・9cm、最大厚0・9cmを測る。

断面が方形であり針釘の可能性が高い。

46から52は本丸・二の丸地区Ⅲトレンチ擾乱層出土の土師器小皿である。46は口径10cmを測り、口縁は直線

的に開き、端部を軽く面とりする。16世紀末のものであろう。47は口径11cm、器高2・3cm、底径4cmを測る。

内外面とも調整は不明である。16世紀末のものであろう。48は口径13cmを測り、口縁は外反して開き、端部を

軽く面とりする。内外面とも横ナデ調整を施す。49は口径9cmを測り、口縁部内外面には横ナデ調整を施すが、

体部内外面の調整は不明である。50は口径12cm、器高2・2cm、底径5・4cmを測る。口縁は平らな底部から角度を

もって立ち上がり、直線的に開く。口縁部外面には横ナデ調整、底部内面には不定方向のナデ調整を施す。16

世紀末のものであろう。51は口径11cmを測り、口縁は外反気味に開き、端部をつまみ上げる。52は口径11cmを

測り、口縁は直線的に開き、端部をつまみ上げる。

53は同じくⅢトレンチ擾乱層出土の越前嚢である。内面にはロクロナデを施し、外面には部分的に自然粕が

付着する。

54は本丸・二の丸地区Ⅳトレンチ擾乱層出土の近世陶器皿であり、口径は15cm、内面には緑灰色、外面には

灰黄色の紬を施す。

55から66は、大正頃に城内北側の小字寺坂地内（第2図■印の地点）で、尋湯山会会員坂井源吾氏の父信義

氏（明治38年生）が水田の畦を修復中に偶然発見した銅銭である。容器のようなものはなく、紐のようなもの

で束ねてあったがほとんどは腐食しており、状態の良い12枚だけを持ち帰ったという。

一13　－



表1　寺坂出土銅銭一覧

番　 号 銭　 貨　 名 直 径 （cm） 重 量 （g ） 初　 鋳　 年 王　 朝　 名

5　5 大 平 通宝 2 ． 4 2 ． 8 9　7 6 北　 宋

5　6 至 和元 宝 2 ． 4 3 ． 1 1 0　5 4 北　 宋

5　7 至 和通 宝 2 ． 4 3 ． 1 1 0 5 4 北　 宋

5 8 治 平元 宝 2 ． 4 2 ． 9 1 0 6 4 北　 宋

5　9 照 寧 元 宝 2 ． 4 3 ． 3 1 0 6 8 北　 宋

6 0 照 寧 元 宝 2 ． 4 3 ． 2 1 0 6 8 北　 宋

6 1 元 祐 通 宝 2 ． 5 3 ． 3 1 0 8 6 北　 宋

6　2 元 祐 通 宝 2 ． 5 4 ． 3 1 0 8 6 北　 宋

6　3 元 符 通 宝 2 ． 4 3 ． 0 1 0 9 8　r 北　 宋

6 4 聖 宋 通 宝 2 ． 4 3 ． 3 1 1 0 1 北　 宋

6　5 政 和 通 宝 2 ． 4 2 ． 6 1 1 1 1 北　 宋

6　6 慶 元 通 宝 － 2 ． 4 2 ． 9 1 1 9　5 南　 宋

Ⅴ　まとめ

史料による推定では森寺城跡が築城されたのは16世紀初め頃とされるが、採集資料に珠洲があり、15世紀頃

から何らかの土地利用があったと思われる。

揚手口地区では、堀切が見かけよりもさらに深く、防御が堅いことが明らかになった。また、堀切から出土

した遣物には16世紀初め頃のものも含まれており、この部分の遺構が森寺城初期からのものである可能性が高

まった。

三角点地区では明確な遺構・遣物は確認できなかったが、この部分の土塁にも石垣が造られていたことが明

らかになった。

本丸・二の丸地区では石垣の構造、空堀の存在が明らかになった。土塁は石垣の構築と連動して築かれ、石

垣は3～4段の高さに積まれていたと推定される。また、空堀埋土の中にも石垣石があることから、石垣の破

却と空堀の埋め立ては同時に行われたと推定される。なお、空堀埋土内から出土した遺物は16世紀末の資料が

多い。

遣物は土師器皿の他に、中国製の白磁や染付（青花）、越前、鉄釘などがあり、城内でもある程度の居住が

行われていたと推定される。

二の丸では新たな空堀の存在や、遺構の存在が確認されている。これらの調査は機会を改めて行う予定であ

る。

－14　－
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5．本丸・二の丸地区Iトレンチ空堀の様子（北から） 6．本丸・二の丸地区Ⅳトレンチ（東から）
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